青明舎　　フェイスシート

	入　所　者
	氏　名　　　下妻　康貴　　　様　　　　　　　男・女　　昭和48年4月20日生   （33歳）

	
	〒039-1166　住　所　八戸市根城字馬場頭15-43松園ハイツ202号室　電話　090-5351-3318

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	

	
	発症時期
	H5年(20歳時)
	罹 患 期 間
	約　13　年　

	
	入院回数
	　2　回
	延べ入院年数
	　　　　　約1年11ヶ月

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　川端Dr　　　）
	外来受診日
	火曜日（週　1　回）

	医療区分
	　国保
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無（　２級）

	年　　金
	有・無　

	 登録年月日
	H16年10月31日
	身長
	180ｃｍ
	体重
	70kg

	最終学歴
	神奈川大学工学部（夜間部）中退
	免許・資格
	危険物取扱者乙４種、２級ボイラー技士免許、普通自動車免許１種

	職　歴
	㈱内藤電誠、ＮＥＣ、ソニー事務所、東北タンク協会（ガソリンスタンド）

	保　護　者
	氏　　名　　下妻　敏夫　様　　　　　　　　　続柄　　父　（同居　・否）

	長期目標        現在の生活リズムの確保と就労に向けての訓練を継続しながら、就職を目指す。

	入院・治療歴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

①H8.5～H8.9　 外来　八甲病院　　　　        ④H12.11～H12.12　外来　青南病院

②H11.3～11.4　入院　みちのく記念病院　　　　⑤H12.12～H14.10　入院　　〃

③H11.4～H12.5 外来　　〃　　　　　　　　　　⑥H14.11　　　　　外来　  〃

	生活歴：同胞３名の第一子。古川中学校卒業後、光星野辺地工業高校を経て神奈川大学電気工学部（夜間部）に入学。日中は仕事をしていたため体調を崩し、学業不振となり３年で中退し、帰郷。帰郷後、就職するが「会社でいじめられる」等の被害的発言や「自分の考えが他に伝わる」などの発言あり。H8.5より八甲病院に通院するが、通院、服薬ともに中断し、入退院を繰り返した。H12.11頃勤務先の変更をきっかけに周囲を気にしたり、日に何度も手洗いをしたり、夜間不眠の症状が出現。また、親から小遣いをもらい無断で上京し東京に住む妹のアパート付近で発見され、行動の異常に気付いた住民より警察に通報される。警察に妹が引き取るが、その後アパートで包丁を隠したり、妹の首を絞めるなどの行動がみられた。翌日母が妹のアパートに来た際、本人、抵抗するが説得し、帰八。H12.12青南病院受診し入院。（～14.10）。退院後、H14.11青山荘に入所。入所１ヶ月後には、うみねこ幸房を利用。H15.5頃、本人から「アルバイトをしたい」との話しがあるが条件に合わず諦める。職親の利用に対しては拒否的であり、職安で希望の仕事が見つからず、仕事が見つかるまでのステップとして職親利用を勧め本人希望しH15.11よりパセリー菜での訓練を開始、現在も継続中。H16.10青山荘退所、現在はアパートでの単身生活を行っている。また夜間は仲間との交流、夕食の確保を目的にナイトケア利用中。

	家族構成
	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

· 母は生活面では本人のアパートに訪問することもあるなど協力的な面は見られる。父親も青明舎の家族セミナーに母と一緒に参加するなど、本人の事について関心はあり協力する姿勢もみられる。

· 母については過干渉となる場合もみられる。特に母親が本人の交友関係や仕事等に対し意見することがあるが、生活の場を離して距離を置くことで関係が保たれているため関係が悪くなることはない。

・　5月中旬に母親より青明舎に本人の就職活動について電話がある。内容は「仕事をあまり紹介をしないで欲しい。仕事はパセリ－菜ならいい」と話す。


（青明舎）施設処遇会議①

平成18年6月26日（月）

	氏　名
	下妻　康貴　　　様
	男・女
	生年月日
	　昭和48年4月20日（33歳）


	問題点
	介入方法

	1 悩みや不安を相談できない
	・本人が気軽に相談できる環境作り

→来所時やアパート訪問時に生活状況や訓練状況の

確認

・ナイトケアからの情報収集

	2 就労に向けて家族と本人とで方向性が食い違っている

	· 社会適応訓練について振り返りとまとめを行う。また、本人の就職に向けての役割と仕事の希望を明確にし、青明舎でサポートできる支援について説明する

· 家族も含め、本人、青明舎で社会適応訓練終了後　以降の方向性について話し合い

・　本人、家族と本人に関わる関係者（外来スタッフ・ナイトケアスタッフ）を集めたケア会議の開催し、主に生活面での支援の方向性の確認と就職に対する支援の報告を行う

	これまでの経過（最終評価日　H　　年　　月　　日）

	現在、月～金ナイトケア利用、月・水～金　社会適応訓練（パセリー菜）、火曜日外来日・アパート訪問（１／2Ｗ）

【社会適応訓練について】

　パセリー菜での社会適応訓練を開始して２年７ヶ月となる。欠席・遅刻は殆どない。作業状況は作業内容の理解や作業の遂行力はある。人間関係についてもナイトケアのメンバー等知り合いがいるため安心して働くことができるとの事。他のパセリー菜の従業員とも適度に交流を持っており、トラブル等もみられない。

【青明舎利用について】

　パセリー菜の訓練終了後に来所し、求人情報からパートの仕事を中心に探している。気になった求人については職員に仕事内容や求人の有無について話して来る。また自分からパートやアルバイトの求人を見つけるとその都度伝えている。コンビニの仕事については以前行ったことがあり、人間関係や仕事が上手くいっていたこともありアルバイトの仕事を見つけては自発的に動いて障害をクローズにして面接を行っている。本人体調を気にして夜間の時間帯以外の勤務を希望するが、会社側では男性のため、深夜～早朝の勤務で働いてほしいという希望で不採用となることが多い。他の仕事については、人間関係で仕事を辞めた経験があることから慎重となり、自発的に動くことはなく、青明舎で相談してから動くことが多い。社会適応訓練の最終期限が平成18年10月31日となっている為、本人も訓練終了の事を気にして、就職活動を行っている。

【生活状況について】

訪問時には生活状況や服薬確認を行っている。生活状況や職親の作業状況については本人から話すが、不安や悩み事については自ら話すことはなく訪問したスタッフから訊くことが多い。

家族が数ヶ月に１度はアパートに来ているとの事。家族に連絡はまめに取っているが訓練や生活状況について本人から話すことはない。

以前ナイトケアの女性メンバーが頻繁にアパートに出入りしたり、電話がかかってくることがあったが、ナイトケアで本人や、女性メンバーとの面談を繰り返したことで現在は落ち着いているとのこと。

【ナイトケアについて】

　ナイトケアには殆ど欠席・遅刻無く利用している。プログラムにも拒否無く積極的に参加している。

【外来の様子】

　体調については主治医に伝えることが出来ているが、悩みや不安についてはうまく相談ができていない。


プラン計画者　氏名：　小田　朱里　

次回会議予定　　H　　年　　月　　日　（　）　青山荘地域交流活動室
本人





妹　東京在住





弟　八戸在住








